
あ

る

山

払
卸

の

一

軒
.
面

-

乳
韓

･
案

伸

壁

間

山

論

消

滅

の

担

層

皮
節
市
%
/賃
宴
席
壁
貴
店

に
は
弘
前
市
実
学
菜

摘
馨
し
L
t<
亨
乳

村
に
摩
圧
す
T(8
連
名
蔓
が
研
摩

し
て
い
ち

O
二
の
両
部

宅

/〃
盟
省

筆

･/山
河
雁
は
あ
ま
り
し
1

く
り
い
っ
て
'l
伝
い
D
R
'お
の
部
藷

対

立
は
ど
こ
I
L
L'J,
毛
毒
ち
こ
と
で
錆

に
蚤
と
す

･･(
き
も

の
で
は
古

い

千

束
仰
蛍

･
私

卑

官

FjJ･対
立
だ
け
は
稚

t･=二

軍

f.:〝tt/
れ
L

l
可
折

に
す
tノ@
わ
け
に
は

い
か
短

い
よ
､つ
rJ
あ
TCr.
r'
も
と
も
と
〓
G
L

二
つ

JH
.聾
せ
せ
別

々
Q
,療

摸
柔
毛

r
て
い
た
Q
岡
部
四
十
重
十
再
弘
前

市
内T:
r=;大
圭

の
祭
懐
ihL7着
拝

し
iij増

､菜
帰
営
君
僕
打
合
覇
に
参

加
し
.tJ
.f
礼
拝
真
性
は
参

加
し
5
-JE,
っ
た
rl
参

加
し
竃
か

つ
iiJ
と

:J
＼フ
よ
り

モ
参
加
て
空
転

か

っ
ik
と

い
っ
iiJち
ょ

い
の
か

も
lFE
れ

↑誉

㌦

合
南
京
層
で
毒
すつ孟

要

望

二
台

の

〓

Xl自
省
で
憎
め
t<･lと

rJ,
,｣
二
と
却

て
き
し.U
か

っ
1u
の
で
んの
石

･
寮
滞
誓

モ
乳
牛
も
竃
全

景
三

百
人
長
､り
す
の
.
.1
わ
ゆ
石
部
案

矩
省
で
某

に
赤
字
謹
撃

て

あ

っ

た
の
だ
か

-
薬

師
管

の
1万
は
合
併
手
件
ち
轟

圧
す

}
]と

が
t′ヾ

き
た
の
で
あ

る
lq

乱
♯
祖
合

の
方
は
そ
の
援

用
荏
体
常

一1,
.

好
が
て
市
農
倍

の
勧

斉

藤

壕

苛

斉

川エ
ロ
わ
れ
て
､
札
束

か
､h
ノ
筆
者
加
入
寸

言
老
計

石
名
倉

く
も
出

た
･
前
摩

堤

の
菟
定
か

ら
.
1
責
余
り
缶
く
れ
rLJヒ
す
ぎ
ち

い
妹
'

妻

姉
壁

の
石

に
.節
季
着

て
｣
中

一ん
る
意
競

､
乳
井

の
石

に
お
く
れ
て

参

加
し
た
巷

の
遵
法
:1<
子

少
と

モ
魯

日
.た

.･1
し
て
モ
姦

撃
の
旨

.J

二
と
L.J
あ
5

春
草

退
会

の
盤

穆
L/
は
律
儀
も
環
はt
石
･'Q
っ
巨

マ

,/
モ

ス
醸

債
C
置
宮
を

I
L耳
同
好
棄

し
た
壷

と
新
参
者

の
舌
鼓
の

碧
D
-.蕎
外
と
大
き
/F,
っ
七
山
の
で
あ

苔
..

し
か
し
寮

岬
堂
と
乳
#

の
鑑
台
東

の
同

に
し

っ
く
り

い
か
1.U
い

毛
の
′が
お

吉
と

い
､つ
の
甘

､
最
上
蛙

.I(
仁
顔

頂
会
席

の
藷

延

に
あ

る

の
で
_ま
古

い
Q
子
か
モ

一
ハ
の
原
田
を
石
し
て
い
苔
が

､
両
部

喜
対
立

の
根
は
も

っ
と
深
く
藩
政
痔
代

の
山
争

い
に
ま

で
さ
か
の

ぼ
否

の
で
あ

る
ひ
私
Tb_
そ

の
山
論
の
庵
掃
言

開
,1ria
il
す

石
こ
と

t']/
△丁ノ日
視
産
ま

で
も
ち

こ
さ
れ
て

日,
ち
対

立
を
舞
茸

で
き
ち

の
で

は
貰

い
4
7
と
責

克
て
､
か

っ
て

｢膏

春
原

り
八

(-.壷

屋

度
し

(
普

六
着

)
モ

暑

く
た
め
L
,麺
重

し
た
こ
と
W
Jさ
ら

に
栗

め
て
率
直
亡

そ

の
篇
顔

は
去
石
四
十
五
年

一
百
三
十

言

の
園
長
研
究
会
大
会

で

｢
乳
井

-
薬

帰
営
向
山
細

浦
頑

の
濯
趣
｣

と
遷

し
て
森
吉

L
iLi

と
お
り
l:JJ
奉

る
タ



と
こ
ろ
で
､
あ

の
報
告
を
今
ふ
り
か
え

っ
て
承
ち
と
.
史
学
ど

ii:Lリ
舞
過
tx)辿

っ
た
iLJけ
で
奉

っ
て
､
向

題
意
鼓

の
布
薄
さ
か
ら

そ
の
謹
選
が
向

に
よ

1
一.tJ
も
た
､h
/さ
れ
た

の
か
と
い
､つ
逢
求
が
ほ

と
亘
と
さ
れ
て
=/竃

い
一
こ
J
ヒ
茸
ヴ
く
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守
代
順
に
更
科
宅
並

べ

十
三
l
t
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研
究
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い
､ウ
も
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で
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伝
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の
で
寅
吉
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tL,れ
石

の
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三
言
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書

三

八
草
化
し
て
7
回
史
託
宅
｣

に
寄
せ
ろ
と
い
う
的
京

王
し
て
ス
し
く
･
題
等
名
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車

し
く
チ
＼
の
約
束
の
実
行
喜
連

C′て

,君
子

つ
と
し
巧

い
､･
や
む
短

く
山
砲
護
摩

の
耗
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表

し
そ
こ

h
E
閲
凄
トロ芸
1.奉
拝
て
窒
雫
藷
充
の
叱
正
亨
亨
つ
こ
と
に
し
た
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ニ

班
滝
三
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茸
に
嘘

ヨ
リ
回

三
十
大
軍
で

t
兼
行
話
し
た
両
部
薯
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北
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車
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史
勅
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吉
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両
部
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て
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山
は
別

責
巧
と
お
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で
あ
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C
つ

ま

り
十
三
の
山

の
一､つ
ち
大
館
野
沢
と
何

L
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環
耳
将
軍
争
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一
山
と
土
し
席
山
で
重
吉
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鞍
山
と
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の
は
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山
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章

山
と
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直

っ
て津
窟
青
山
制

上
の

司
七
げ
を
山
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寧

山と
モ
書

き
そ

の
値
頃

は
仕
立
韓
錐
山
と
同
じ

｢
芋
類
収
黍

の
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京
都
巷
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っ
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石
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ま
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撃

芋
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空
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置
鄭
厨
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境
櫨
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仁
山
有
責

前

へ

煽
施
す
ち
さ
い
壁

花
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落
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し
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山
で
q/
悼

･･･=
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LT T ｣書見井F)圭 j-F<f
i
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櫛
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潜
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狂
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滋
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嶺
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績
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収
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摩
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史
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迎
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兼
山
に
つ
い
て
は
国
有

穂

へ
廃

人
し
よ
-つ
と
い
､つ
の
が
中
央

･p
h
束

直

さ
れ
て
末
尾
婚
人

望

か
針

で
あ
六
哀

し
-
無
毒
の
山
で

奉

れ
ば
な

お
さ
ら
そ
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藩
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滝
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猫
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滝
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膏

､
発
育
主
義
的
中
央
膏
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萄
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さ
れ
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萄
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追
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叱
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仕
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憂
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さ
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萄
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付
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績
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